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研究成果の概要（和文）：
本研究は、近代日本とドイツの関係史において、両国の相互イメージの形成とその形成要因、

そして、このような相互イメージが二国間関係に与えた影響を明らかにしようとするものであっ
た。2010・11年の日独修好150周年の催し物として、この研究をまとめる国際会議が2010年12月
に行われ、20人の研究者が日独相互イメージを分析し、そのイメージを表象する視覚的資料を紹
介した。なお、日独関係史の研究者のネットワークが深化された。日本とドイツは現在では、強
い友好関係で結ばれているとはいえ、過去には、両国のメディアにおいて歪曲された他国のイメ
ージが浮かび、そして、現在でも浮かぶことが明らかになり、多様な啓蒙活動の必要性が指摘さ
れた。

研究成果の概要（英文）：
This research project explored the development of mutual perceptions in Japanese-German

relations and analyzed the influence of the visual imagery on the bilateral relationship
between the two countries. 2010-11 marked the 150th anniversary of Japanese-German
relations. On this occasion, an international symposium was held, in December 2010, with
the objective of summarizing the results of this research project. On the symposium, 20
scholars from five countries analyzed and discussed mutual Japanese-German perceptions
and introduced visual sources expressing the mutual images. Further, the networks of
historians of Japanese-German relations were deepened on this symposium. On the symposium
it became clear that although Japanese-German relations today are strong and friendly,
distorted images of one country continue to emerge in the media of the other. It was pointed
out that scholars have the important task to continue scrutinizing such distorted images.
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いて、両国の相互イメージの形成とその形成
要因、そしてこのような相互イメージが二国
間関係に与えた影響を明らかにするもので
あった。1860・1861 年のプロイセン使節団の
来日に始まった日本とドイツの二国間関係
が 2010・11 年に 150 周年を迎えるなか、近
代以降の日独関係を改めて再評価しようと
する関心が高まっていた。しかしその際、こ
れまでの日独関係に関する研究が専ら外交
関係と経済関係に焦点を当ててきたのに対
して、本研究は「相互イメージ」という観点
を導入し、しかも最近の歴史学で新たな流れ
となっているビジュアル資料を集中的に活
用することを提案するものであった。

２．研究の目的
国際関係を「国」と「国」の関係という枠

組みで論じることはもはや十分説得力をも
たないという指摘がされることもあるが、自
国のイメージを他国において改善すること
は現在でも国家の重大な関心事であり、受手
となる人々の頭の中でも「国」単位のイメー
ジが相変わらず根強くあることは間違いな
い。国際関係におけるイメージと相互認識、
とりわけメディアによって伝えられる他
国・他者の視覚化は集団間に強い緊張をもた
らすこともあり、外交関係における他者認識
を歴史的に考察することは、日本の外交関係
を考える際にも重要な課題であると言える。
こうした点から、本研究は、日本とドイツと
いう二つの近代国家の二国間関係において、
現在にいたるまでの両国の相互イメージの
形成と変容、その視覚化の過程などを明らか
にし、イメージの変容を規定した国内的・国
際的要因を考究するとともに、その相互イメ
ージが二国間関係にどのような影響を与え
たか、また日独両国の間に現在どのような相
互認識が形成されているかについて考察し
た。

３．研究の方法
本研究は、旧来の政治史的なアプローチを

も包含しながら、さらに観点を広げ、思想史、
メディア史、政治学、古写真史研究などの諸
分野において行われつつある研究を統合し、
その多様な問題意識と視点を生かした分析
を心がけた。それはすなわち幅広い種類の資
料を参照することを意味する。日独関係史で
は、従来の研究は主に政治・外交関係の資料
を利用してきたが、本研究では相互イメージ
の変容というテーマを扱うことから、雑誌、
論説などに加え、ビジュアル・メディア（古
写真、記念葉書、版画、戦争プロパガンダ、
国発行のパンフレット、教科書、百科事典、
風刺画と歴史画、インターネットなど）を中
心に、近年の歴史学において新たに重要視さ
れつつある非文献資料を含めた各種の新し

い資料を利用し、その視覚的資料が社会にお
いて幅広く紹介されることに努めた。そのな
かで、旧来の歴史学による日独関係史の支配
を乗り越え、多角的な（multidisciplinary）
アプローチをとり、メディア史、映画史、社
会科学等、多様な方法の学者の協力を積極的
に求めた。

４．研究成果

(1) 総論

本研究は、近代日本とドイツの関係史にお
ける旧来の研究の中心であった外交史・経済
史からのパラダイムシフトを訴え、日独関係
におけるソフトパワーの重要性を明らかにし
た。両国において、現実的な外交・経済関係
よりも、相互的なポピュラー・イメージに関
連する諸相の方が重要な役割を果たしたとい
えよう。これは、日本とドイツの関係に限ら
れた現象ではないが、その両国の距離と、連
絡・交通の不都合のため、特に目立つ現象で
あるといえよう。20世紀半ばまで、文化的・
経済的・ヒト的な日独交流は実際非常に限ら
れており、そのため両国において他国に対す
る様々なイメージが強く根付き、思い込みも
強かったかと思われる。

本研究の結果で明らかになったのは、その
両国にあった他国のイメージは、諸政府の外
交に影響を与えたこともあったが、むしろ両
国の国際システムにおける位置が、他国にお
けるイメージで反映されたといってもよかろ
う。たとえば、19世紀半ば、すなわち日独関
係の初期において、ドイツでは「弱い日本」
「柔らかい日本」のイメージ、すなわちジャ
ポニズムの延長戦にあったイメージが支配的
だった。しかし、日本が国際舞台において大
国として台頭した結果、ドイツの一部のメデ
ィア、政府において「恐ろしい日本」、「黄禍
論」的なイメージが浮上し、これは1895年の
「三国干渉」で緊張した相互関係をもたらし
、結果的には二国間関係の悪化につながった
。

ただし、そのときとそれ以降でも、親日的
な声がドイツで、そして親独的な声が日本で
消えることはなく、1920年代における再接近
につながった。これは1930年代、ドイツにお
ける日本の「武士道」的な心の美化、日本に
おけるドイツ崇拝の再発を生じさせ、日独の
同盟関係と戦争協力という帰結にいたった。

日本とドイツは、現在では強い友好関係で
結ばれているとはいえ、過去には、両国のメ
ディアにおいて歪曲された他国のイメージが
浮かび、そして現在でも浮かぶことが明らか



になり、関係者からの多様な啓蒙活動の必要
性が指摘された。

(2) 国際シンポジウム

このような展開を多様な観点から分析、紹
介するために定期的な研究会、国際ワークシ
ョップ（2010年6月）、そして2010・11年の日
独修好150周年の催し物としても承認されて
いた国際会議が2010年12月に行われた。この
国際会議では、20人の研究者が日独相互イメ
ージを分析する報告をし、そのイメージを表
象する視覚的資料を紹介した。なお、日独関
係史の研究者のネットワークが深化された。
このシンポジウムは複数の新聞でも取り上げ
られ、社会一般にも研究成果が浸透したとい
える。『毎日新聞『では、大きなシンポジウ
ム予告が掲載されたため、一般の参加者も多
く、参加者は延べ人数150人を超えた。

このシンポジウムは在日ドイツ大使館の「
日独交流150周年」の正式な催し物として公認
され、大使館のホームページで案内された上
、在日ドイツ連邦共和国大使のVolker
STANZEL氏がシンポジウムで講演をされた。ま
た、来日中であったドイツ国会副議長の
Wolfgang THIERSE氏もシンポジウムの閉会の
挨拶をされた。シンポジウムの諸報告を出版
物でまとめるため、報告の翻訳の財源を確保
し、将来に日本語版・英語版の2冊の出版物を
企画し、出版社の協力も確保した。

(3) 出版活動

本研究プロジェクトの代表者・研究分担者
を始め、協力者として参加した学者たちも、
多数の研究成果を刊行し、様々なところで報
告・講演というかたちでこのプロジェクトの
成果を広く社会に紹介した。2010年12月のシ
ンポジウムで報告された内容の一部はすでに
雑誌、本で刊行され、さらに、参加者の論文
を中心に、今後日本語と英語の論文集を作成
する予定である。

代表者・研究分担者は日本の資料館のみな
らず、ドイツ、イギリス、米国の資料館でも
日独関係史におけるイメージに関する資料を
見つけ出し、研究論文・報告というかたちで
広く紹介するように努めた。本研究プロジェ
クトの代表者はイギリスのSebastian Dobson
氏と協力し、特に1860・61年のプロイセン・
ドイツからのオイレンブルグ使節団の残した
版画・素描・写真の整理に努めた。この資料
を本というかたちでまとめ、2011年秋に刊行
する予定である（現在編集中）。同様な内容

で展示会も企画された（(5)を参照）。
このビジュアル資料を整理したため、在日

ドイツ大使館の依頼を受けて、その資料の何
点かが、2011年1月24日に開催された、皇太子
殿下ご臨席の下での、「日独外交関係樹立150
周年記念式典」（於、東京・港区の国立新美
術館）で展示された（
http://www.tokyo.diplo.de/Vertretung/tok
yo/ja/__Bildgalerie/Festakt2011/TOP.html
）。

(4) 他団体との協力

なお、3年間を通じて、代表者は様々な組織
・団体と協力し、共同で催し物を企画したり
、情報提供したり、第一資料の公開に努めた
。上述のように、代表者は在日ドイツ連邦共
和国大使館に情報提供を依頼され、「日独外
交関係樹立150周年記念式典」（2011年1月24
日）で展示されたオイレンブルグ使節団の版
画などを提供・紹介した。さらに、「日独交
流150周年」という公式ホームページの開設（
http://www.dj150.jp/）にあたって、代表者
の著書『明治初期の日本：ドイツ外交官アイ
ゼンデッヒャー公使の写真帖より』の表紙が
そのホームページのデザインの中心として採
用され、また、代表者が「日独関係史の150
周年」という小論を一般読者向けに執筆し、
掲載された。

プロジェクトのホームページ（
www.nichidoku.japanesehistory.de）を開い
たのみならず、在東京の㈳ ドイツ東洋文化研
究協会（OAG）のデジタルライブラリーの充実
化を促して、情報・資料を提供し、入手の難
しい、貴重な第一資料を同協会のHPで一般公
開するように働きかけた（
http://www.oag.jp/digitale-bibliothek/so
nstige-buecher/）。

(5) 展示会

3年間を通じて、2つの展示会を統括し、開
催された。そのテーマは「西洋人の日本観：
OAG ドイツ東洋文化研究協会の業績」（2010
年）と「プロイセン・ドイツが観た幕末日本
：1860年・1861年のオイレンブルグ使節団が
残した版画・素描・写真」（2011年）であった
。両方ともドイツ東洋文化研究協会（OAG）と
奈良県立図書情報館の共同企画で、日独関係
におけるイメージ形成を取り上げて、幅広い
オーディエンスに日独関係史というテーマを
紹介した。両方の展示会が日本語、ドイツ語
を併用し、現在までOAGのHPで継続的にバーチ



ャル展示会として公開されており（
http://www.oag.jp/veranstaltungen/virtue
lle-ausstellung-top/）、幅広く見られている
。

本研究プロジェクトの成果として、様々な
組織と効率よく協力したうえ、社会のニーズ
に合わせて研究を進めることができ、社会に
大きな還元をしたと思われる。いくつか残っ
ている課題もあるが、これからもまだ何冊か
の本を刊行することが決まっており、また、
継続的に関連ホームページの充実に努めてい
るので、研究成果を継続的に、かつ簡単にア
クセスできるかたちで、一般公開に努めてい
く予定である。
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